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１ 【内部統制報告書の訂正報告書の提出理由】

平成21年12月25日に提出致しました第64期（自 平成20年10月１日 至 平成21年９月30日）内部統制

報告書の記載事項に誤りがありましたので、金融商品取引法第24条の４の５第１項の規定に基づき、内

部統制報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　

２ 【訂正事項】

　３　評価結果に関する事項

　
３ 【訂正箇所】

訂正箇所には＿を付して表示しております。

　

（訂正前）

当社は財務報告に係る内部統制の整備及び運用の重要性は認識しており、決算財務報告プロセス

の見直し、人材育成教育の充実を図ることで、適切な内部統制を整備・運用する方針であります。

　

（訂正後）

（4）当社は、連結財務諸表における関係会社株式につき持分法を適用しておりますが、平成23年９月

期第１四半期に過年度の持分法によるのれんの処理を見直した際に、関係会社株式の評価方法に一

部誤り（以下「本件事象」といいます。）を発見いたしました。

本件事象が発生した要因は、当社において、会計に関する専門的な知識が不足していたこと、適

正な会計処理を行うための相互牽制体制が構築されていなかったことによるものであり、決算・財務

報告プロセスに係る内部統制の一部に重要な欠陥があったと認識しております。

当社は財務報告に係る内部統制の整備及び運用の重要性は認識しており、決算財務報告プロセス

の見直し、人材育成教育の充実を図ること、また、適切な会計処理をより確実に実行するための業務

処理体制の構築として社内規程の整備及び人員の増強等を推進することで、適切な内部統制を整備・

運用する方針であります。

　

　

当社は財務報告に係る内部統制の整備及び運用の重要性は認識しており、決算財務報告プロセス
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